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＜１月末現在＞
●五島市心のふるさと市民数

１０，６５８人
●五島市民数

４２，９９７人

五島市ふるさと大使を委嘱しました
平成２１年１０月１日に委嘱しました大使を紹介いたします。

国の重要文化財として大切に守り続けられている奈留島・久賀島の教会見学や海鮮グルメ・ＢＢＱ交流会、釣りに陶芸体験
と、とっても盛りだくさんのツアーとなっています。皆さまのお越しをお待ちしています！

◆内容／蒼い海と点在する島々を眺望し、ツバキの里、世界遺産候補の教会、アートの島を巡り、交流会においては、
奈留島の特産である海鮮料理に舌鼓を打ち、歩く仲間と交流を深める。

◆日時／２月２７日（土）～３月１日(月）〔２泊３日〕

◆場所／久賀島・奈留島
◆参加資格／「五島市ふるさと市民」に登録されている方又は、登録できる方で

健康で自己管理ができる方
◆参加費／一人 ５，０００円

※費用には、宿泊費（６食）・日程交通費（奈留島までの旅費を除く）・保険料・
その他諸費用が含まれます。

◆募集定員／４０名程度
◆申込受付期間／２月１日（月）～２月１２日（金）

◆お問合せ先／五島市奈留支所地域振興課内 奈留島海鮮グルメウォークの旅実行委員会
ＴＥＬ ０９５９－６４－３１１７ ＦＡＸ ０９５９－６４－４１８１

今井 美沙子 福江町出身

作家としてご活躍されています。五島の人々を描いた「めだかの列島」でデビューし、代

表作に「ばんばのつぶやき」「おなごたちの恋歌」「ばあば」「彼岸花」「心の旅を」「遥かなる
約束」などがあります。
登場人物には五島の庶民の中で、善意に献身的に生きた人々が取り上げられています。

『テレビで全国の天気予報が映ると、私の目は、まっ先に五島列島の方に向く。
晴れのマークが出ているとホッと安心するし、台風シーズンには心配で画面の西の端っこ
に向かって手を合わせる。
その習慣はふるさと五島を出て４５年経っても全く変わらない。
ふだんは大阪で大阪弁をほりながら暮らしているが、心はやはりふるさとにある。

今回、ふるさと大使を拝命し、五島ゆかりの地が印刷された名刺を作っていただいた。講演や取材で出会う人たち

に渡すと、「まあ、素敵な名刺ですね」とお褒めいただく。
微力ながら名刺と共に五島の素晴らしさをアピールし、ひとりでも多くの人に訪れて欲しいと願っている。その思いは

五島をふるさととする人たちの共通の願いでもある。』

“奈留島海鮮グルメウォークの旅”モニターツアー参加者募集！

～ 松井守男画伯・美術展 ～
五島市ふるさと大使、松井画伯が久賀島を活動拠点として描いた
渾身の作品を展示公開します。
フランス大統領から、フランスの最高勲章であるレジオンドヌール
勲章を授章された世界的な画家です。
百聞は一見にしかず。

◆主 催 松井守男画伯・美術展実行委員会
◆日 時 平成２２年２月１４日（日） 午前１０時～午後４時
◆場 所 福江文化会館 ３階展示室

◆入場料 無料

【お問合せ先】
五島市豊かな島づくり市長公室 TEL 0959-72-6127

・当日、同館にて公民館講座発表会も行なわれます。

“石川遼カップ” 決勝大会に五島（富江町）
から選手出場！
昨年度から日本ジュニアゴルフ協会（ＪＪＧＡ）が主催
する「石川遼カップ」として行なわれることになった、
ウィンタージュニアゴルフチャンピオンシップが、冬休
みを利用して地区大会が行われました。
その大会で全国ランキング３２位の成績を修めた、富
江中学校在住の久貝英くん。
３月６日（土）～７日（日）に
行われる決勝に出場します。
頑張ってきてほしいですね！

椿まつりが近づき、手作り灯籠が
商店街を優しく照らしています。



五島市の統一
ロゴマークです。
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五島市は九州の西の端、五島列島にあります

【事務局からのお知らせ】
○「ふるさと市民カード」に有効期限はありません。
発行から事情があって脱退（ふるさと市民転出）するまで有効です。

○「ふるさと市民カード」は表記人のみご使用ください。
特典を受ける際にご提示いただいておりますが、表記人本人様以外のご使用は
認めておりませんので、ご利用時はご注意ください。

○転勤などで住所やメールのアドレスなど変更が生じた方はご連絡下さい。
毎月一度の五島からの連絡がない方は、ご連絡ください。

○ふるさと市民の特典を受ける際は、事前に特典提供先にご確認ください。
○コースの変更をご希望の方は事務局までご一報ください。
例えば「心の友コース」（年間１０００円）から「メル友コース」（無料）へ変更したい方などです。

五島の情報をwebでお届け！ 五島市ホームページもぜひご覧ください。 http://www.city.goto.nagasaki.jp

２０１０年 ６月１３日（日）に第１０回アイアンマンジャパントライアスロン五島長崎が行われます。
【参加申込締切】２０１０年３月２１日（金）必着（定員に達し次第締め切る場合があります。） HP http://www.ironmanjapan.com/jp/

ハウステンボスヘ行こう！

昨年１２月２６日、県内の企業や団体・行政機関３８３団体が会員となり、「ハウステンボスを応援する長崎県協議会」を設立
しました。経営再建中の長崎県佐世保市のリゾート施設“ハウステンボス”の利用促進に向けた取り組みで、五島市も応援
しています。

● “長崎県民大感謝祭”開催中！［ ～２月２８日（日）まで］ 県民限定のお得な企画で今がチャンス！
●させぼ・ハウステンボス ツーデーウォーク２０１０ ［２月２７日（土）・２８日（日）］

・申込期限／第２次締切 ２月１２日（金） （これ以降は当日参加受付）
●チューリップ祭［２月２７日（土）～４月１１日（日）］ など
家族、友達、恋人との素敵な思い出づくりに、ぜひ足を運んでみてください。
【イベントに関するお問合せ】
ハウステンボス総合案内センター ＴＥＬ 0956-27-0001 http://www.huistenbosch.co.jp

1月に５年ぶりといわれる

積雪がありました。

１月１７日、下崎山で国指定重要無形民俗文化財の伝統行事
「ヘトマト」が行なわれました。
起源、語源については全く不明の民俗行事。子供や青年の「宮相撲」、
新婦２人が酒樽に乗って行なう「羽根つき」、体中にススを塗り付けた
ふんどし姿の若者がわら玉を激しく奪い合う「玉蹴り」、豊作と大漁を
占う「綱引き」と続き、最後に長さ３メートルの「大草履」を担いで山城
神社へ奉納します。
面白そうに眺めていた観客から突然悲鳴が聞こえたかと思うと、大草
履に放り投げられていました。
ススで真っ黒になるのは観客も一緒。ふんどしの男達にススを塗られ
るんです。この祭り、綺麗な服装で行くと後が大変です。
やってる方も見ている方もどちらも大盛り上がりでした。
名前からは想像もつかないようなこの祭り、五島出身者以外のみなさん
はご存知でしょうか。
さて、このヘトマトが今年の「ダイドードリンコ日本の祭り２９」の１つに選ば
れました。その様子がテレビ放送されます。
また、その祭り前日に、放送の間で流れる一言コマーシャルの撮影があり、
個性豊かな面々が集い、慣れない撮影に挑みました。
ダイドードリンコのＨＰもぜひご覧ください。

放送局／ＮＢＣ長崎放送
番組名／日本の祭り「ヘトマト」
日 程／２月７日（日）１４：３０～１５：２４

http://www.dydo-matsuri.com

“ヘトマト”が行なわれました。

玉蹴り

大草履の上に女の人を乗せて担ぎます。


